
（別紙３）

～ 令和7年2　月20　日

（対象者数） 15名 （回答者数） 10名

～ 令和7年2　月20　日

（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2 勉強会や当番制などの検討

3

事業所が2階にあるので自分で2階まで上がってこれる

ことが前提となっている。

ホームページやSNSでの発信が定着していない。 SNSに慣れている職員がいない。

それぞれの児童に合わせた療育内容の実施
個別対応→小集団活動→集団活動と段階を踏んだ療育に

取り組んでいる。

会社グループとして児童発達支援・放課後等デイサービ

スと就労継続支援B型事業所・相談室を併せ持ち将来ま

で見据えた継続したつながる支援の実施

ご要望があれば高校3年生は長期休みに就労継続支援B

型事業所にて職業体験をさせてもらえる取り組みを行っ

ている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年　2月28　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

それぞれの児童に合わせた療育時間の設定を行ってい

る。

生活環境や不登校気味など、ご家庭や児童に合わせた時

間設定の取り組みを行っている。

○事業所名 児童デイサービス　のんの

○保護者評価実施期間 令和6年11　月1　日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和6年11　月1　日

事業所における自己評価総括表 公表 


